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副腎の機能病理学的研究
　　　金沢医科大学病理学敏室（石川教授　指導）

医学士　澤　　　口　　　肇
　　　　　　　　∬ψ”・・εα・’α9乙～e乃乞

甲

信1章　緒　言

第2章　副腎の機能構築的な成り立ち方に対する考

　　　え
第3章　三管部領域の性質：

　第1節糸物暦の物質親和性

　第2節　糸毬層の未分化性

　第1項　移植実験

第1章緒

　機能を考えない形態学的現象記載から，我々

が理解の上に加えるととの出来るものは限られ

ている．副腎病変に関する従来の多数の記載

も，副腎機能との結び付きが乏しく，個々別々

の観察が多かったから，その成立の本態に一歩

近付く力を欠くヒとが屡々であったといえよ

う．そとで私共の研究は，機能形態学的な臓器

襯の上に立って，多数の標本材料を観察する～二

、と：に始まった．

　過去の素朴な形態観察を基として作られた

副腎構造に対する理解を，最初に破った人は

：Lucadou　1）で，彼は皮質細胞群が一つの管腔iを

囲む回状配列をとって，ホ・タリン腺型分泌を

なし，メロクリンーエックリン腺的分泌を行う

髄質細胞柱：に連続していることを認めて，副腎

の機能的軍位としての“Epinephron”を提唱し，

副腎皮髄の機能的連関性を張調した．彼の創意

に満ちた研究は，副腎病理学に対する大きな光

明とはなったが，私共はそれによって説明し得

なV・形態単上の幾多の点に遭遇した．次にその

主なものを2・3あげて見よう．①一般に髄質

の管腔構造ぱ，彼のいうように明瞭なものでは

決してないし，EphlephrO11絡末端の構造は，

次

　第2項　増殖・浸潤・腫蕩

　第3節　血管系と炎症

　第4節　髄質について

第4章　：圭部の病理

第5章：総　括

　　　：文　献

　　　附　図

言

彼の記述でも明らかでなV・．②髄質全周をとり

まく皮質の容積に較べて，髄質の容積は遙かに

少ないのが普通で，間に髄質を介さないで，皮

質と皮質が，中心静脈のみを介して接するよう

な部位も屡々存在するが，ヒれらのととは当然

一個のEpinephron髄質：部が多数の皮質部を共

有するか，或いは皮質のみのEpinephronが存

在すると考えなければ説明がつけがた＼へ③髄

質申に遊離して存在する皮質細胞群，即ち皮質

島，中心皮質などと従来呼ばれたものの成立に

対する平明が難しV・．④礒ではあるが皮質と髄

質の境界に，被膜とr二行な結締織暦の増殖を見

る例が見出される（写眞1）．⑤異なった刺戟に

対して皮・髄が常に共通な反応をするとは限ら

す，私共の見出した例にも，両者の反応が劃然

と異なるものがあった．このような点から，私

共は副腎皮髄をLuc∂dOuの述べる意味におV）

て，輩一臓器と考えることに不満を持つのであ

る．といっても勿論彼の読のすべてに疑義を持

つのではなく，少なくとも皮質における彼の解

釈に対しては，私共は多数の剖検標本及び動物

標本の検索から，多くの賛意を逡り得る結果を

得て，そこに矛盾を見出さなかったが，しかし
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結局私共〃よ：LllcadOu　bの副腎輩一臓器説に対し

て，再び副腎二臓器詮を探ることになった．そ

の方が比較癸生単的にも，叉機能的にも，反っ

て理解が楽であるように思われるからである．

　周知のように，副腎は癸生学的には皮・髄が

起源を異にし，前者は中胚葉性で腹腔壁から，

後者は交感祠i経原基から，即ち外胚葉から発生

する．哺乳類副腎になると皮髄両三は一臓器

の形をとるけれども．下等脊推動物では各々が

独立して存在且つ機能している．そうすると哺

乳類副腎の一臓器性は，むしろ動物の進化と共

に起って来た皮髄の機能的交渉を，軍に意味す

るものに過ぎないのではないかと考えるととも

出来るし，叉そのような機能的相関性があるに

しても，それはそのまま輩一臓器として1邸解す

べぎ必然性には，決してならない筈であるとも

与えるだろう．機能的にはその全貌は明らかで

ないにせよ，近年の研究かち「燐酸エステノL化」

（PhρsphorlerUD9）を通じて，表水化物，中性脂

肪，類脂体の生体に泌要な中割代謝を可能なら

しめ，叉塩類代謝に回し1て重要な意義を持つこ

とが判ってきて，副腎皮質の生体に必要不可欠

であるととの機概が明らかξなって来た2）3）．

一方髄質機能は改めて記述するまでもなく，

「アドレナリン」によって代表ざれるが，髄質の

みの摘出は個体の生命に異常を来たさ「ない。恰

もそれは頸動脈腺の摘出が生命の野冊を起さな

い如くである．乏一のように，機能の上から見る

ど副腎機能醸質によって代表されるざきも

のであって，髄質機能と同格に扱われるべきも

のではないととに『なる．そ～二で私共は「副腎＝

皮質」であり，髄質はその補助的装置と考える

立場をとって，改めて副腎構造に対する考えを

組み立てで見ることにした．

第2章副腎の機能構築的な成り立ち方iヒ対する考え

　生体内の臓器は互に相似性と独自性を持って

いる　～二の考え，特に前者の吟味の展開が，石

川教授の化学的感受体系句読4’が生れた基盤で

あるが，それによれば，肺・肝・腎膵：更に脾な

どの構造ぽ同軌的な理解を下し得るし，：叉それ

ぞれに即して化挙的感受体的な性格の発展を

見出し得る．今ととには例として，肺・腎・肝

を較べて見よう．機能構築上の贈位として，

pulmo11，　Hepaton，　Nephronを模型的に図1．

（1）（H）（HDに図示する．すると，先ず一般

し

ハ

呂

、

の場合，AとBの中間の領域・即ち導管り最末

梢域は，＝般「腺」の潤警部と対比さ鐘るとと

が出来るし，広い意味に解するなちば，血管系

のような閉された管腔系でも，例えば図1（V）

のよちな血管傘の生憎については，同勅的な考

え方を下すヒとが出来るであろう1石川敏児等

は，従来あまり注意の払われていなかった潤管

部領域が，略ヒ共通して特異な性格乃至機能を

持つζとに着目し且つ検討を続け孝が，それが

化学的感受体系再説の第二の整展段階となつ

第1図　点線の円は潤一部領域を示す

A

3

、

B

，一
_ハ

’　1

、

B

（｛）Pulmon　（II）Hepaton　（III）Nephron　（1▽）腺

の「腺」く図中W）と同様に，それぞれ主部（A）

と導管（B）とを対比させるととが出来る．，ヒ

、甑
∵　　1

B

（v）血管

た。潤管部領域の特性とは，

一般に次のように要約するこ

とが出来る．（1）潤学部上皮

匠は化学的物質吸牲能が確認

される．細菌類の通過を確め

得る場合もある．（2）との部

の上皮性成分は未分化性を示

・す．（3）腺管系潤警部に近接

して，血管系潤管部が存在し，

上皮性成分聞葉性成分が，、ヒの領域に豊富な

祠軽成分，淋巴管系と共に，一つのG！gmu§「機
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構を作っているように思われる配列をとること

が屡々である．（4）当該腺に起炎刺戟が加わっ

：た場合，腺主部の変化と同時に，或いはそれに

先行して，潤管部領域に変化乃至：炎症の像を見

る場合が多く，当該腺の原発上皮腫瘍に際して

は潤管部未分化上皮成分を起源とする例が非常

に多い　勿論これらの上図部特性がすべての臓

器の広義潤脚部的領域に見られるか否かは決定

的でなく，それぞれの臓器特異性も考慮されな

ければならなV・が，腺組織系には広く認められ

る性質であるらい（ことが私共の教室で確めら

れつつあるし叉腺組織ではな朔卑臓のよちな

臓器でも，同様な解釈の成り立つことが石川一

中川5）によって提唱されるようになった

　では導管を持たなV・内分泌臓器において，ヒ

のような部位は存在しないだろうか，その吟味

を副腎を主題にとって次に行って見よう．先ず

前項で述べたように，副腎を重合臓器と考え

て，図2（1）のように図示して見ると，一般外

分泌臓器2（2）と著しく相似した形となる。そ

灘却、

櫛豚副斬罪

煽第　　2‘　図

㍉

皮賓

・髄質

　灘即
断甑

　副勝幡

〔1〕　副　　腎

ハ

β

＼　　　　　　　　，

〔2〕　外分泌臓器

うす・ると当然，図申点線で示した領域が相対比

し得る胃管部領域として期得出来るであろう．

勿論副腎には上皮性の導管がないから，潤管部

特1生をそれに求めるととは出来ないけれども，

その領域に含まれる皮質最外側領域乃至髄質に

そのような性質が見られることはないであろう

か，叉副腎血管系がこの部分で示す特性は如何

であろうか，それが次に取り上げる私の問題で

ある．

第3章潤管部領域の性質

　　　　第1節　糸毬層の物質親和性

　潤興部上皮が・種存の物質を吸牧すること

は，私共の教室で，例えば肺り・肝ア）などにつ

いて証明が与えられでいるし，腎潤宇部でも，

早くから唱えられている再方図が，この部を含

む細尿管系に強弾であろうととは，組織化学的

方法を以てすれば証明可能となるように思われ

る．これらの部位で吸牧された物質は，先ず潤

管部上皮周囲領域に濃厚に作用するであろう

し，叉血管系から到達した物質も，血管系潤管

部領域で漏出して，その壁乃至周囲に作用する

可能性は，例えば腎のような臓器では，中性赤

生体染色による「腎小島」8）の知見から推察し

得るζとである．化膿的物質のみならす細菌類

でもド肺匠おV・て：は，潤早発上皮から濃厚に吸

牧されるヒとが確められ，その結果該部に，例

えば：結核結節のようなものの初発する場合の多

いことが認められた嚇．ヒうして見ると国管部

領域が，種々の物質に対して親和性が高いらし

V・と考え．られて来るが，副腎に：拾V・二て，前項に．

述べたように，潤管物領域に入ると見るべき唯

一の上皮性部分である糸毬暦に，そのような事

があるか否かを吟味して見ることにする．

　一般的にいって，金属塩のような物を動物に

非経口的に投与しても，肝や腎と異なって，少

量ではなかなか副腎内沈着を見るととが難かし

い．例えば長尾9）によれば，鉛塩を少量頻回投

与しても，副腎内に全く鉛塩を証明するととが

出来なかった．これは勿論組織化学的証明法の

鏡敏性が問題となるけれども，重金属イオン，

殊に鉛イオンのような物では毒性が強く，充分

量を動物に投与出来ないというヒとが主な理由

であるだろう．だから出来るだけ毒性の少なv・

物質を選んで，充分体内に蓄積させることが，

どうしても必要になってくる．矢守10）は金コロ

イ・ドの投与では，副腎内に金製粒を証明出来な
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かつたが，「グルゴール」　（Aurothiophenolmet－

acarbonsaures：Natτium）を少量宛，長期間蓮続

注射した動物を，岡本法で染めた結果，副腎上

皮成分の中，糸毬暦細胞胞体内にのみ金穎粒を

証明することが出来た．この物質の大：量1回注

射では，金顯粒を副腎内に認めない．銀につい

ては，赤木11）が「コラルゴール」を白鼠に蓮続、

皮下注射して，岡本法で検索した結果，皮髄毛

細管内被細胞と共に，糸毬層細胞胞体に銀頼粒

を証明した．硝酸銀添加米を飼料とした白鼠で

も，同機の結果を得たが，一般に銀の投与量が

少なければ沈着は血管穿下細胞に止まった・

　私共は毒性の比較的乏しいハ・ゲζ化合物，

即ち臭素カリ，沃度カルシウム等について，投

与後の組織内分布を，激室創案の方法12）13）によ

って追求して見た．こ⑳らの化合物なら大量投

与することが出来るφで，1回の投与でも副腎

内にそれぞれを証明するヒとが出来た．5％臭

素カリ溶液を，体重時数瓦のマウスの腹腔に

0．5cc　1回注射して，．1，・3，12，24時聞後に調

べた結果では，糸毬暦細胞に1～3時間で最も

多量証明され，6～12時間でにそれが減少し

た．他の部位では遙かに乏しい．10％臭素カリ

1ccを胃ゾンデで胃内注入して，施，1，3ダ6，

12，24時間後の成績では，6～12時間で糸再論

細胞に最も多く認め，他事はやはり僅かであっ

た．中心血管壁には若干認められ1たが，髄質細

胞に沈着は見られなV・’．臭素カリを前記：量毎日

1回，1週聞の連続投与した場合も，結果はや

はり同様であった．沃度カルシウムの場合は，

証明法の鏡三度が梢ヒ低いように思われるが，

それでも3％溶液を・体重3009の海狽に2cc宛，

20日間皮下注射した結果，糸毬層細胞胞休に他

部位に較べて，遙かに恥い沈着を証明し得た．

　色素の投与実験については，Hett　14）がトリ

パン青を用いて生体染色を試みているが，その

結果では，被膜や内被細胞以外では，糸毬暦細

胞が比較的豊富に色素を探ってV・た．私共は塩

基性色素の手性赤を以て生体染色を試みた．2

％中性赤溶液（リンゲル液，生理的食塩水溶液）

を成熟マウス体重109あたり0．5cc腹腔内に

注入し，1～6時群群に佐川法1の，小田法16）に

よって検索したところでは，皮質においては，

糸毬暦細胞胞体に中性赤液胞乃至裾野が：豊富に

分布し，束；状・網歌暦には遙かにそれが乏しく，

欠除するものも屡々見られた．髄質細胞はV・す

れも：甚だ多数の液胞によって埋められ，網状暦

と劃然たる区別を与えた．このような所見は，

村沢18）の同法による所見に良く一致する．

　種々の無機物質や，有機化合物としての色素

の投与が，いす・れも細網内皮系以外では，糸毬

暦細胞に沸く沈着するというととは，血管系の

特性に基いて，それらの物質を含む血液が，同

部位に長く停滞するためである可能性は全く除

外出来ないけれども，やはり原因は，糸印層細

胞の側にもあるであろうと思わなければならな

い．何故ならば，血管注入の実験によっても，

注入物質は糸毬暦血管のみならす，網状暦，髄

質血管に豊富に，むしろ前者以上に停滞する

し，叉，トリパン青生体染色などでは，糸毬暦

網内皮より東歌層のそれの方が良く貧喰する～二

と14）などから血管側にのみその原因を求めるヒ

とが出来ないからである．

　このような糸毬暦細胞の物質親和性は，動物

実験のみならす，人体剖検例についても表現さ

れることがあるのであって，小見副腎に50％を

越えて見られる血色素沈着や，全身血色素沈着

症の場合，微細粒款の鉄が殆んど糸毬暦細胞に

限って認められているし18）叉種々疾患に際し

て，時に認められる選択的な糸砂蟹萎縮鋤の申

には，毒素に対する該細胞暦の親和性が役割を

なす場合もあるととが推察されるから，当然そ

のような襯点の下にも，副腎が観察されるヒと

が必要である．

　　　　第2節　糸毬層の未分化性

　　　　　第1項移櫨実験
　導管部上皮が，一般に胎生後においても未分

化性を保っているらしV・ととは，教室の肺6、，

腎79），膵20）の業績や肝の備胆管形成機序を見れ

ば，当然考えられることであるが，では副腎潤
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管部領域に入れ得る唯一の上皮成分である糸毬

暦細胞には，そのような未分化性が見られない

だろうか．

　副腎皮質の生活史については，古くBr田m日1）

の推定や，Gottschau　22）の仮説などから始まっ

て，非常に沢山の業績が積み重ねられたが，そ

れらは甘んど一致して，皮質表暦細胞に幼弱性

があり，網歌暦における皮質細胞の崩壌を補償

するという考えに到達している．皮質細胞の形

態・移行・核分剖像の観察2」『2う，特に副腎障碍後

の皮質再生時のミトーゼの観察鋤30），移栢実験

31），格子繊維所見32）等に基いた結論であるが，

正確な胚芽暦の局在について：は，糸毬暦とする

ものや21）28）31），糸毬藻，束状暦移行部とする

ものや26）27）30），被膜結締織細胞が皮質細胞へ

移行すると考えるもの2コ）22）28）などがあって決

定的ではない．叉有力な根拠を持たないなが

ら，皮質表層以外に胚芽暦を求める人々も2・

3無くはない（32参照）

　そこで私共は，その点を確める最も有力な手

段の一つとして，副腎の眼の後房内移植実験を

選んだ．方法は竹脇33）に従って，生後約1ヵ月

の廿日鼠の右副腎を背側から捌出して四等分

し，その鼠の眼の後房に植えた。後房へは虹彩

のすぐ後方で，壁に小さな裂口を作り，そヒか

ら細いピンセットで副腎片を挿入した．移植後

5～7日目に他側の副腎を背側から捌出した．

移植眼は，それから1～67日の間にとり出し

て，「フォルマリン」叉は「スーザ」液固定，パ

ラフインヌ，はツエロイジン切片とし，ヘマトキ

シリン・エオジン重：染色髪行った．叉3～4例

は，中性赤を腹腔に注入して30分後に殺し，佐

口法15）によって切片とした．検査結果は次の如

くである．

移植日数マウス番号 所 見 摘 ㌧要

・日1531縄齢変化なく，完全に残っているが，束’・鰍層腿腋骨

・則571糸擁の一部が健全に残っているが凍・網状繭膿照で・1核も難らず

2日184 糸毬暦は健至：に残り，東。網朕両層は完全壌死．被膜結締織細胞増生

5則581回暦細胞の一部のみ渤，イ也の籠は殆んど概状

7　日 46

東・網朕朕三層細胞は脂肪に富み，且つ退行変性を示す，糸毬層は退行変化なく，幅
が広くなのている．被膜外に2～3の血管があり，その内被細胞にすぐ接して，多角
形で，稽ヒ大きな淡明な胞体を持つ細胞が，上皮檬配列をとって数個列んでいる．な
お正常の5～6倍大の脂肪細胞が同領域に残存

7目「39（右副継層と輔の郷力嚇凍鰍部と鰍層洋帆

7日139（左副糸毬暦の峨軋速・繍膿塑

8日い5r退礎に陥入つた纏と概に陥天つ煉・網踵

8日164i継層残存凍・油層概
9日i34／糸湖面般に心隔凍・網状層概

9日1・8隠臨ンに富む核と楡嗜麓基齢びる継麿細胞囎生して幅広く，束0鰍

・・日1

・・日1・2gl継徽び二階を囲む骨萢論の一部餓存凍押脚完全に凱

・・日14に簸議融鞍濃く染まる胞体鵬つ糸蠣細螺囎生し・束．糊は

861纏囎生して幅広く麟するカ・・地層は轍され墾ど藤撒

・・日143［齪煎じよ蘇嚇田醸団が・束朕層と比糊確に区昼U出来る凍0鰍

・・日541麟辮麟遠藤舗施讐謙塁画線襯竈の聞に及び・その部では細
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・2日1441一部喩増殖せる二二・擁は回状の醐嗣せる細胞よりなる

12　日 25

糸三層一部増生．東回膚も一一部健全な形態をとるが，大部分は壊死状，断面において
60個以上の紳経節細胞を示し，薄い結締織性被膜に囲まれた神経節が副腎被膜外にあ
り，両者の距離は切片こよっては著しく少なく，椙接する部位が見出される．紳経細
胞の一部には退宣変性が認められる

・3日1・2・1弊罷頭飾墜離建擬辮があり，西暦の区別論うじてつけられる

・3日1・22側鎖麟雛鞭評纂響舗齢雛駿さえぎられて潮脚られる・頗細胞

・4日137（右眼）［難朧腱諜腰繊讐手譜彙辮懸網野禦力練鷹醐
・4日i37（左劇略・同上，壊縢力・広・・

・5日186愉醸薯年齢懸誘繁騨に賑円柱形の頗細胞が多い・撒層も働こ区

τ7日1・5倭醒禦練縞難騨禦胞集団力励それ力榔冠頭に賑する愚暫

・7日1・6隠籍灘懇購鍛糟奄弩骸化を示す輔醐の細胞層があり・その郷

・8日18gl灘梁濡濡覇灘讐が二十醐の部分は乏しく，殆んどすべて一十層

19　日 7g隙殖せる縄層細胞に続いて，配　㈱せる肥大頗細胞・蔀離を示鄭分はな

2・日｝8・1灘講臨噸霧二二疏隔濡濡濤・最蠣では狡㌔僚継
2・日138i上例｝・同じ，ただし脂肪に乏し…最灘には鰍昼飯を思わせる層力・区別出來る

22　日 21
僅かの糸岩層細胞に続いて，紡錘形化せる皮質細胞が梢ヒ粗に配列し，それと明確に
境をなして，嗜塩基性大形で多角形の胞体を持つ髄質細胞が，退行変性を示すことな
く敷石檬に集団する

22日lg61数個に分れた退行灘のな・・頗鱒・その細胞醐略層の区号耳を附騰・・

23　日 91

24日lg3

退行・暁変性のない細長な蔑質結節．肥大せる皮質細胞が，一部束朕層配列をとるが，
叉網状層を思わせる配列の部もある．それに接して稽ヒ淡明な数十個の髄質細胞集団
溝見られしそ一り一申にはミ上1一ゼを丞す細胞も見られる＿．＿＿．．＿　　　　　＿＿＿＿

42司　55

妬司83

1　退行変性のない皮質結節．皮質細胞は稚ぐ肥大，三層の区別は困難．一部に淡明な髄
　、質細．胞集団

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　退行変性のない梢ミ大きな皮質結節で，三等の区別困難．皮質細胞韻にはさまれて，1
　髄質細胞の稚ヒ大きな集団が退行変性を示ざずに存在している
　　　　　　　　　　　「陰票響素面暦の区別は騰数個の髄質細胞鄭々ミある・”ずれ腿そ灘

6・日1・21大き破難節・三駆腿難退行魏なし
67日｝・3薩鯉と髄質細胞結節とカ§，薄い繍織で境されて存在し・前者の一部に概竃が

　以上の結果を総；括すると，眼後房内に移植さ

れた副腎は，先ず網欺暦及び東歌暦が退行変

性，1次いで壌死に陥入るが，被膜及び押隈層特

に糸毬層最：七二の細胞層は，一般に変化なく残

るのが：普通である．被膜結締織は，直ちに増殖

を始める傾向にあるが，皮質細胞は残余副腎を

摘出した7日目頃以後において増生が始まる．

即ち糸毬暦細胞が増生して，ヒの暦の幅が広く

なり，他暦は壌死状態のまま残っている，糸毬

暦細胞は核がクロマチンに富み，叉胞体も梢ζ

嗜塩基性を増すヒとがある．十数日にして，壊

死竈には細胞浸潤が起って，漸次島牧・浩失が

始まり，糸毬暦からの増殖が進んで，皮質結節

の完成が始まる．新生した皮質結’節について

は，皮質3暦の区別をつけるととがなかなか困

難で，一般に丁丁暦と束状層の申六型のような

像に見られるヒとが多いが，叉一部には網子暦

様’講造を思わせる像の見られることもある．20

日目を越える頃から壊死竈が浩失し，皮質結節

は殆んど完成し，60日を越える頃でもその形態

を保っている．しかし一方60日を越えても，な

お壌死竈の残存する例が見られた．以上の観察

はヘマトキシリン・エオジン染色によったもの

であるが，ヒの場’合中性赤生体染色標本は非常
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に明確な所見を与えた．前節で述べたように，

中性赤は皮質綿糸毬暦に最：大の親和性を示す

が，ヒの性質は移植副腎にも失われす，それに

よって常に糸国領の存在を明らかにするヒとが

出来た．完成された皮質結節において，普通染

色で皮質各暦の区別困難なものでも，との方法

によって，常にその最外層の1～2暦の細胞が

美しく色素を思回した（写眞2）．移植：副腎中，

6例に髄質細胞の増殖を見た，普通染色では，

胞体が稻ζ淡明か叉は嗜塩基性で，形態・配列

も皮質細胞と相違するが，特に中性赤標本では

正常副腎髄質と同様に，胞体が色素顯粒で充満

し，皮質深暦の色素撮取の弱さと対比して劃然

と差異を示した（写眞3）一若し中性赤生体染色

を全例について行ったとしたら，髄質細胞の発

見率はまだ上ったであろう．なお1例に被膜の

すぐ外側に棘経節の残存するのを認め（写眞

4），1例に被膜外血管壁に，上皮檬の胞体の

大きく淡明な細胞の増殖を見た．ヒれは後述す

る私共の所謂Q一細胞に甚だ相似するので，例

数は少ないが私共の考えに対する示唆が大きい

（写照5）。従来GlOmlls　Tumorとして皮膚に

見出されたもの31），：或v・は石刀1教授等によっ

て，肺に見出された所謂Glomoma　35）の主要増ρ

殖細胞成分が，～二の細胞と一致するものである

ととうから見て，同細胞には湘当に増殖能力が

あるらしく，従って移植に際しても増殖する～二

とはあり得ることであろう．

　では次に副腎移植によって我々が得た所見

は，従来の研究と比較してどうであるか．副腎

の組織培養の成功率は低い36）のに較べて，移植

実験に成功した人は2・3に止まらない．ただ

しその成功率は，移植される臓器によっても大

きな差があって，肝37），皮下31）39）などより脳

内，脳室内38），類集39），眼33）の方が相当に高

い．それらの成功した移植副腎の形態は，私共

の実験結果と本質的差異は全くない．例えば

IDgle＆Higgh〕s　39），竹脇33）等によると，移植

数日後にして被膜及び糸毬野外縁部を残して壊

死が起り，動物の残余副腎が除去されると，残

った糸解暦細胞から新しく皮質が形成されてく

る．叉髄質の移植も決して不能ではなく，竹脇

は63例中24例にその存続しているのを認めた．

　以上のような過去の成績及び私共の実験結果

は，副腎皮質におや・て，糸毬暦が最：も未分化な

細胞であるという私共の考えに，あまり矛盾の

なV・ととを示しているであろう．従来の副腎胚

芽暦部位決定に関してなされた，核分潜像の所

見を主とする多くの観察は，一つの連続的な現

象経過を2・3の断面において見ている点で，

到底時間的系列を追って，動的な観察を下し得

る移植実験結果に勝るとは考えられない．

　ヒのような糸毬層の未分化性は，種々の副腎

障碍や副腎腫に対して，当然意義を持ってくる

筈であるが，それについては次項に述べよう．

なお髄質についての論議も後の節に譲るととに

する．

　　　　　第2項移植・浸潤・腫瘍

　分化の進んだ主部（束・網状層）の破壊→未分

化な蝉吟部上皮（糸毬暦）の増殖・分化→再び主

部の形成，とV・う一聯の現象が，前項の移植実

験から明確に見てとれるが，人助における副腎

皮質の障碍に際して，そのような糸三層の増殖

が見られるのは，種々の物質に対して親和性の

強V・糸毬暦細胞が，彊い障碍を受けてV・ないと，

いう条件が必要であるから，実際にはなかなか

遭遇しなN（．しかしKOV査CS　40）が細胞毒性萎縮

腎の例としてあげるものにはそれが認められる

し，私共も定型的な例を，ヒヒに提示すること

が出来る．それは成入男子の急性脾脆疸の1例

で，所見を摘記すると，『被膜が硝子様で，所

により，粗化，所により肥厚．皮質は束欺・網

歌両暦が完全な凝固壊死歌で，核染色を失い，

胞体はすべて解離し，エオジンに濃染してい

る．所々に多核白血球が小膿瘍歌に集位し，そ

の部では壊死皮質細胞が融解・消失している．

糸駄卸細胞はクロマチンに富む核と乏しい胞体

を持ち，張く増殖して，同気の幅が非常に広く

なっている（写照6）．髄質は肥大し，若干の脳

胞を形成するのみで，網妹織も増生している』．
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このような定型的な例は甚だ稀なものであるけ

れども，多少とも糸毬暦の増殖傾向を認める例

ならば，決して：稀なものではない，例えば，そ

の1例をことにあげて見ると，『結核症，25歳，

男子．皮質は相当に萎縮して薄い．束・網明暦

の実質細胞がi萎縮・解離して類壌死に陥入り，

間質結締織が増加して「Fibrosls」の早態．糸物

層細胞のみが変性を示さす，同層の幅は年齢に

比して遙かに広く，萎縮した皮質の幅の孚に達

する部位も所々にある．髄質は肥大していて，

実質細胞には殆んど退行変化がなV・」　なおこ

こに示した例は，糸解暦の増殖が，女性の性周

期によって影響されるととが判っているので

28），特に男性例に限った．ヒの2例における髄

質の肥大は，私共の注目を引く現象であるが，

それについては後の節でふれる．なお内分泌

腺平衡失調による副腎障碍に際して，糸毬暦

が良く残存し屡々肥大するととも，HOussay＆：

Sammaτtins　41）等によって，脳下垂体摘出動物

につき認められている．

　糸雪明の未分化性に関聯する現象と私共が考

えるものに，なお所謂副腎皮質結節，皮質腺

腫，皮質島，中心皮質の発生の問題があげられ

る．これらにつV・ては1，古くから：Landou　42），

西野入43）その他の研究があって，それらによれ

ば，副皮質結節は，副腎形成の際，髄質原基が

皮質内へ侵入する時，皮質の小部分が脱出して

生するものが大部分で，叉生後皮質細胞の限局

性増殖機転による膨隆や，被膜結締織の侵入に

よる分節化（Segmentation）によっても出来る

といわれる，皮質島・申心皮質についても同檬

に，髄質原基侵入に際しての皮質の湾入が原因

とみなされてV・る．

　私共は生長した副腎における副皮質結節の生

成につV・ては，統計学的な点から，若干の疑問

を持っているが，それは兎も角，これらの現象

におv・て，主役を演ずる皮質部分が，実はやは

り糸物層細胞に罪ならなX（ヒとを，標本の観察

から確め得たと考える．即ち月数の節々な多数

の人肉見では，副皮質結節を形成する細胞が，

例外なく糸毬暦細胞と全く形態を一にし，暦歌：

分化を来たしたものが一つも見出されなかっ

た．生後3日の副腎で，皮質と蓮絡する結節，

叉は蓮絡を持たない結節を十数個持つたものを

見出したが，その場合，やはりすべての結節

で，糸毬暦細胞が主役を演じているととを認め

た．皮質島・中心皮質については，多数の成人

副腎標本の中から，中心静脈系の出口が見られ

る標本を集めて，観察を行ったが，静脈が副腎

に入る部分において，図3（1）（2）（3）に示す

ように，例外なく，皮質細胞特に糸毬暦細胞の

湾入が認められ，而もその髄質内に達するもの

は，同図（3）のように糸毬暦細胞に限られてい

た．実際髄質内の皮質細胞群を良く襯察するな

　　　　　　　　　　　　　　　らば，それが

　　　第　3　図

2

。，蜜

』　　3

　　　　　　　　　　4
箋多釜．

網翠柳細胞よ

りも一考力岐こよ

く，糸解暦細

胞に形態が相

似するヒとを

容易に認め得

るであろう．

ただし髄質内

に湾入した糸

柳暦細胞は，

その後に分化

し得るから，

すべてが常に

糸毬暦糸田月包と

形態学三一致を示すとは断言出来ない．私共は

偶然湾入した僧侶暦細胞が，著しく増殖してV・

る例を見出した．同図（4），写眞7の如く，湾

入した半里暦が増殖し，一部では分化が進んで

いるように見える，

　次に副皮質結節の問題と異なって，副腎被膜

内外に屡々見出される，数個乃至数十個の遊離

皮質細胞の存在についてふれよう．その細胞群

も糸物暦細胞と全く形態を呵じくし，糸毬層か

らの遊離iを思わせるが，1個の副腎皮質結節も

持たない副腎においても見出されるとヒうから
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見ると，それとは直接の関係があると考えられ

ない．同様な細胞の存在は，Omelskji　44）が脳下

垂体性悪液質の副腎に認めて，糸解層の発育方

向の転換であると記載した．しかし私共は，急

性中毒死（燐・塩酸・昇莱の各中毒）例のような

ものにもこれを認め：たし，：叉多数の炎性・非炎

症性疾患にも，これを認めることが出来た．急

性炎性疾患と慢性炎：性疾患につV・て，同所見を

認めた頻度は，第1表の如くであった．両疾患

における頻度の差は1％以下の危瞼率で有意性

第1表　女話層細胞の被膜内浸潤

十 計

結 核i45 20 65

流行性出血三

山　腕　痺

㍗、5

81

、：124
39

を持つが，これらの点から見ると，これは殆ん

ど生理的な現象．であって，而も副腎皮質の障碍

が徐々に加重する慢性炎：性疾患では，増加する

という結論に達する，そしてこの増加は，勿論

糸即興細胞の新しい被膜内浸潤であるに相違な

い．実質細胞が本来の腺から離断してゆく現象

は，Fe｝なter　4昌），のHe11e　Zellen系，　Cushin946、

の下垂体における観察，i教室同人の肺その他に

おける所見と相似してV・る．なお私共の見出し

た，かかる遊離糸毬暦細胞と被膜血管との近密

な関係は，示峻するととろが少なくないと思わ

れる．即ち写眞8に示すように，被膜血管に接

して，遊離糸毬暦細胞が存在する傾向が，一再

ならす見出された．

　次に糸単層の未分化性と，副腎腫瘍の関係は

如何であろうか．出来上った腫瘍の標本につい

て，腫瘍の発生母地を決めるヒとは非常に困難

なことではあるが，先ず観察を試みた．との目

的には，多形性の彊V・悪性腫瘍よりも，良性腫

瘍の方が遙かに好適である．私共の持つ例は，

38歳，男子，副腎皮質腺腫，副腎が小指頭大の

肥大部を持つ，組織的には核の大小，クロマチ

ン量，胞体の大小は相当に不同．ミトーゼはな

く，アミトー駐留は時に認められる．細胞配列

は大平が糸毬暦様配列で，肉眼的肥大のない部

分では，褐色色素に富む網撃墜細胞が，皮質深

暦において梢ζ幅広く認められるが，東歌層的

配列の様相は僅かに面影を留める程度．肉眼的

肥大部では，外側糖以上が定型的な糸毬状配列

であり，中心血管残遺の周囲の若干の部分のみ

が聖歌層配列を思わせるが，褐色色素を欠き，

その闇の部分は，移植副腎で見られた皮質結節

の細胞配列に似て，所属の決定が難しいが，や

はり糸毬歌配列を思わせた．ここで面白いの

は，同例の格子歌繊維染色である．Gottschau

22），Rauber　47），：Flint　48），：Bachmalm　32）等；に二よれ

ば，副腎糸剥暦・束自筆では，格子繊維が細胞

集団を囲み，網が犬暦では個々の細胞を取りまV・

ていて，それは卵巣濾胞に相似が求められる．

ヒ～二に述べた例の：Bielschowsky染色所見では，

深部の網歌暦檬配列をとる部分では，個々の細

胞が繊維に囲まれ，糸解層様配列の腫瘍部で

は，やはり細胞群が繊維で取り囲まれていて，

個々の細胞間に繊維を認め得なかった．河野49）

によれば，副腎皮質原発悪性腫瘍においても，

格子繊維の態度は同様で，個々の細胞間に侵入

する傾向は全く見られなV・．私共は木村教授の

御好意でお借りした河野氏の標本についても，

そのことを確認した．とのような所見から見て

も，副腎皮質腫瘍が，糸毬暦の未分化性に関聯

する可能性は，大きいとV・わなければならな

v・．

　　　　　第3節血管系と炎症
　副腎の潤管部的領域の中で，上皮性成分，即

ち甲唄暦の性格について述べてきたが，副腎血

管系が，この領域で示す特性は如何であるか，

その点を明らかにするには，先ず副腎の血管分

布が明らかにされねばならない．

　副腎の動脈系は，大動脈から，或いは種々の

動脈から分岐してくる50）51）・それらは被膜を貫

いて皮質毛細管となり，髄質にも毛細管を逡っ

て，中心輝脈に集まる．髄質動脹の存在につV・

ては，種々論議が分れているが（嚇照），私共の
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所見によっても，人において，被膜から入った

小動脈が皮質で分岐せす，髄質に至って分岐し

て，前者の動脈系と網1伏暦で毛細管吻合するも

のが認められる．しかし，それは胎生期の残遺

とV・われる程に発達が悪V・．中谷52）はかかる髄

質動脈と被膜動脈系とを，栄養血管とみなして
　　　　　　　　　　　の
いるが，副腎において皮質を主部と見る限り，

その考えは正しいであろう．副腎輸出血管は中

心静脈系と被膜静脈系で，それはいすれも牧縮

静脈（Drosselvenen）である．特に中心静脈系

は張靱な縦走滑不筋の発達があり，肝一脈その

他に相似する53）54．それが副腎血行の調節者で

あるヒとには，多くの研究者が一致していて，

その牧縮によって被膜静脈系への翻脈血行が増

加される55）5㌔一般に筋層を持つ中心血管に対

する壁の薄い静脈系の開口部では，その裂口が

筋節によってせばめられ，小静脹系がその直前

で洞歌に拡張する所見が屡々認められるもので

あるが50），とれも上述のことの一端を物語るも

のであろう．なお中心静脈系と被膜静脈系の闇

に，大きな静脈性蓮絡があって，それは皮質で

は殆んど分岐しない52）（図4参照）．被膜静脈

（

第4図　副腎の血管系

R

個．A）

A・〉・A

奪

火

A…………副腎動脈

Z・V………中心翻脈

A・V・A……動翻脈吻合

K・V…………被膜二三系

（M．A）……髄質動脈

X……　　・・翻脈灘脈吻合

R……………皮質
M…・・……・・髄質

著者原図

　A　　　　K・VZI・V

系は最：下響町静脚5），腎周囲静脈叢58），後腹膜

静脈叢56）とも吻合するし，叉右副腎では肝被膜

静脈に，左では脾・膵静脈に吻合する55）．肝と

の吻合は確実でないともいわれるが18），私共は

との点に示唆の多い例を見出した．即ち，副腎

毛細管が肝細葉毛細血管と直接吻合する例であ

る．ヒのようなととが恒常の現象であるか否か

につV・ては：，はっきりしたヒニとはV・えなV・カミ，

屡々右副腎が肝と直接する例を見出すことが出

来るから，両臓器聞の血管による結合は無呼出

来ない．Adrenalinの肝臓糖代謝に関する意義

を思い起すならば，な胎更のことである．

　被膜及びその周囲領域（即ち私共の所謂潤宇

部的領域）における血管系については，Sl）anner

59）によって詳細な研究がなされたが，それによ

れば，被膜静脈系は被膜及びその周囲領域にお

いては：互：に吻合して網を作っており，叉多数蓮

続した膨大部を作っている．後者は肉食動物，

有蹄類の一部の小腸粘膜下層及び人の腎蓋，腎

門，顎下腺などに見られるものと一致して，血

液貯甲子の意義を持っている．藪脈系も同様

に，被膜外におV・て互に輪1伏吻合を作っている

が，それが皮質毛細管へ移行する以前に，上述

静脈と種：々の場所で吻合する．ヒのような動静

脈吻合については，：Belmett＆Kilham　51），中谷

52）等もふれて：いるが，SpanDerは吻合血管壁の

特異構造も見出した．Epitheloide　M　uskelzelle11

（schumacher），　Quellzellen（Havlicek）一私

共はQ一細胞と略称一などと呼ばれる淡明な

胞体と上皮様の核を持つた筋細胞の四達で，と

れは従来動静脹吻合血管のみならす，血管極乃

至血管傘部位に限局して屡々見出される．ヒの

細胞の意義は，クローム親和系に対する非クロ

ームi親和系として，Acetylcho】inの分泌にある

と想像されているし60）56），叉猫の内臓祠1経：刺戟

に際して，副腎からAcetylcholinの遊離iする～二

とも知られている61）．副腎におや・て：も，その潤

管下領域と私共が考える部位に，同細胞の発達

が見られることは注目に価する（写眞9）．副腎

の血行調節機転が存在するとの部位が，種々の

副腎疾患に際して，当然重要な意義を持つこと

になるであろうからである．従来副腎疾患にお

ける，副腎被膜近接部位についての観察は全く

行われていないが，私共はその意味においても

同部位に注目して，多数の主として炎症性の疾

患について観察を行った．その結果，ヒの部位

に非常に屡々一定の炎症過程の好発することが
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見出された．勿論それが後腹膜組織の炎症の波

及でないととは確められる．副腎主部（皮質）

の炎症過程が決して高度でないに拘わらす，こ

の部位に炎性変化の張い例も時には認められ

る．先ず滲出液による髪粗結締織の一期の髭粗

化や膨化が，極めて屡々見出される変化であ

り，固定の如何によっては，エオジンに染まる

均一な物質として岬町液が認められることが少

なくない．出血は叉屡々見出される所見であ

り，その頻度は，必ずしも皮質出血のそれに及

ばないが，第2表の如くで，急性炎性疾患では

高度なものが多いが，結核のような慢性疾患で

は減少する．循環障碍と共に，円形細胞の浸潤

叉は増殖が起ってくるが，第2表を後述の第10

表と較べて見るならば，その頻度が皮質に勝っ

ていることが明らかである．更にこの領域の炎

症が進んで肉芽組織を形成した例も時に認めら

れるが（写眞10），結核のような慢性疾患になる

と，一般に急性の変化は消失していて，多くは

腓砥様に結締織繊維の増加が起り，脂肪組織の

第2表　　副腎潤一部的領域の変化

＼＼畳、度
病　　名　＼
流行性出血熱」
発疹チ　フ　ス
ペ　　　ス　　　　ト

脾　　脆　　疽

馬　　鼻　　疽

原子爆彊症
二

丁

化

ワ

　　　　炎
チ　　フ　　ス

膿　疾　患

　イ　ル氏病
アクチノミ，一ゼ1

結

一ll

脳

核

酸

血

出 血

7

1

3

1

2

4

2

2

1

1

28

1

5

±

1

3

7

4

3

1

2

1

3

20

2

十

8

2

21

13

9

10

1

2

3

1

13

1

2

甘

3

13

3

1

3

1

3

1

1

4

2

円形細胞浸潤乃至増殖

1

1

3

1

1

±

4

8

5

1

4

2

3

1

1

41

1

1

3

十

11

3

32

17

15

8

1

1

4

1

18

4

3

3

5

1

1

11

1

2

1

1

1

柵

2

1

1

浩耗・荒廃も見られる．急性疾患例では，動静

脈吻合血管は多くは近接動脈・静脈より乏しい

血液を入れる腔iの狭い血管として見られ，その

壁に胞体が室隅に見える所謂Q一細胞を持つが，

屡々該血管が麻痺欺に拡張し，叉経過の長い疾

患例では，Q一細胞胞体のエオジン可染性が増

して，該血管自体が見出され難くなる印象を受

ける．

　私共教室のヒれ迄の研究で，潤錦部領域に屡

々炎症が好癸し，それに基く同部位の機能失調

が，主部の病癖に一つの大きな因子として働く

であろうと考えられて来たが，副腎においても

以上のような所見から，同様なヒとが考えられ

得る可能性が生れて来た．

　　　　　第4節　 髄堅気に二つ＼（て

　私共の考えに従えば，髄質は副腎の潤管部的

領域に存在する一調節器管である（図1，2参

照）．ヒれはアドレナリン産生系統たる傍耳1経

節（Paragan91ion）の中で，最：も発達したもの

として古くから知られているが，平脈申経節は，
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●

①クローム親和系．②非クローム親和系．③両

系混合系に大別され，①は副腎髄質以外に，腹

腔・骨盤腔・交感祠1経叢に散在し，②に入るもの

には，鳥類及び2・3の脊椎動物の頸動脈腺，

マウスの迷走祠軽三枝の小傍祠1経節，Glomus

caroticum　があり，③には人及び多くの脊

椎動物の頸動脈腺と　Paraganglion　aortlcum

supracardiale　super五us，　il〕feriusが入る，非クロ

ーム親和系細胞は，Schumacher　60）によれば，

epitheloide　MuskelzelIen　（Q一糸田月包）に純ならす，

Acetylcholin，　Histalnln乃至類似物質産生系統

とみなされる．傍祠1経節が紳経及び血管に富む

ことは，あらゆる従来の研究者によって一致し

て認められている．例えばWatzka　62）が，血管

の豊富さが血液需要度を越えること，傍紳経細

胞が正しく血管迷路中に埋まっていること，細

胞の集籏が血管周囲に毬状の配列をとるとと

等，：Paraganglion　a、orti（⊃um　につV・て認めた所

見は，副腎髄蜘についても当てはまるであろ

う．ことに豊：富な血管と豊富な傍剃i経節細胞に

満ちた紳経叢との闇の，機能的関係が考えられ

るのは当然であり，その示申経分布の知見（63－70）

から見て，髄質細胞は輸入・輸出紳経71、72）に対

する化学的感受体と理解されてくる（図5）．

筆墨d。一

第　　5　　図

一IM旦vk

　（P姻増i…）

　では髄質が副腎雷管部領域に存在する一装置

としては，如何なる特性を持っているであろう

か．それについて，私共の持つ知識は充分なも

のではないが，衣に少しふれて見たい。潤脚部

上皮の一特性として先にあげた物質親和性は，

髄質については従来の知見や私共の実験から

見て，Ag．　H9・Pb．：Br．」．トリパン青など

では物質によっては，中心血管周囲領域に僅か

に多い程度で，髄質細胞への沈着は一般に乏し

い．しかしヒヒでは中性赤が非常に著明な所見

を示す．即ち前項で述べたように，中性赤生体

染色におV・て，髄質細胞は胞体に色素穎粒が充

満し，その程度は副腎組織中で最も添い（移植

副腎におV・ても，その性質は失われない．）ヒの

所見は，腎における野卑毬体装置の染色所見8）

と対比させると一層興味が深》・．即ち髄質は特

定の物質については，親和性が著しく強いとい

い得る．

　副腎髄質の増殖能については，古くから脚

気，萎縮腎，血圧充進小鉢に際して認められて

いる髄質肥大の観察や，私共の所見から見て，

相当に高いものとみなし得る．Clara　73）による

と，正常人髄質においても，髄質細胞核：の大き

さの変動は相当に強いものといわれるが，ヒの

ような細胞核の多形1生は，再生・増殖の一表徴

とみなされる74）．私共は多数標本の観察で，

Claraの述べた如く，髄質細胞核の大きさの変

動，クロマチン量の不均一性は髄質が皮質を越

え，殊に脾脱疽・原子刷子症には，その傾向の

弧いものが多く見出され（後者では殆んど全例

に多少とも彊＼（），前者23例中5例，後者16例

申では8例に，リボ核酸量に関与するところ

の，胞体嗜塩基性の態度からも明らかな，髄質

細胞の増殖を認め得た．その場合，皮質の肥

大・増殖は殆んどなく，反って変性・萎縮が見ら

れた．なお第3章，第2節，第2項に述べた皮

質，特に束・網歌贋の障碍が彊く，糸毬暦及び

髄質は反って増生している例は，一暦私共の考

えに示唆するととろが多く興味が深い．副腎移

植実験の結果では，竹脇が63例中24例に髄質の

存続を認め，私共も37例中6例ではあるが，そ

の増殖を確認した．ヒれは皮質殊に糸毬層の増

生率に較べて遙かに乏しいけれども，その大き

な原因は，移植動物に髄質以上にクロームi親和

系が：豊富に残存するヒとにあるだろう．皮質の

移植についても，同一個体の残存副腎を摘出し

ない限り，移植率は非常に低くなるのである．
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●

しかし，いすれにせよ，髄質が移植に際して皮

質束1択・網歌暦細胞などよりも，残存乃至増殖

し易》・ヒとは確実のようである．叉RadiUln照

射に際して，髄質が完全に破壊され得る所見

も75），その未分化性と関聯する～二とが期待され

る．

　なお私共がヒヒに注目するのは，髄質細胞が

噺申経臓器であり，従って髄質全体は祠軽・髄

質細胞複合体（Complex　neuro－adrenalis）と考

えられるものであるから，髄質肥大に際して，

神経成分の関与も当然見らるべきであるが，そ

れに相当する例を第3表つ如く見出し得たこと

第3表　　髄質肥大と髄質内字1経節細胞

　　　1
剖検番号性。年齢　幽圭疾患
　　　1

副 腎
髄質内顧経
節細胞数
（一回忌中）

・4・・1男421頭部酬二言駐弾糸野選生し他層は難17・

17・g防221昇刹・劃髄工大若干，頗肥大細胞各所にある17・

・7731女81肺炎，幡痺融々肥耀く皮質に譲なし 140

17931女ユ51結核症陣難度の肥大傾向，頗は議なし 60

・7961男ユ51結核症隠謙肥大・糸擁麗し他層は魏i8・

・8221男22陪核症陣質欄駄，二二粧 60

22261男6・膿羅灘動脈1灘杏、轄爆縮が強く所によりて122・

（髄質内紳経節細胞数とあるのは一切片上に見出された上申経節細胞の大体の数を示す）

である．

　髄質内の祠1経細胞の存在については，古くか

ら注目されていて（階照），それは髄質内に孤立

して存在するか，2～10数個或いはそれ以上が

群をなして存在する鋤67）7董；）．群在するものは

薄い結締織膜に取り囲まれ，大血管（中心静

脈），大示申順順附近に存在する．叉孤立性のも

のが皮質に近く存在するものもあり，稀には申

心静脹壁の中にも存在する76）．祠軽士細胞数に

は個体差が認められてはいるが，上表のような

ものは，明らかに正常閾を越えていると考えら

れる．而もヒれらの例では，髄質が多少とも肥

大して幅が広く，細胞核の大小不同彊く，時に

はアミトーゼを示し，胞体嗜塩基性にも不均一

性を示している．従ってヒのような多数の耐経

節細胞の出現は，髄質増生機転に件って起つた

紳経成分の増生によると考えられないであろう

か（写眞11）．堅甲節細胞のような分化した細胞

でも，時に増生した形態を示し得ることは，大

脳における祠Ii経節腫（GaDglionellroma）の存在

からも知られるのであって，私共の例の一部

は，正にその示申経節腫に近いものといえる．な

お多数標本中，祠1経節細胞の白衣が豊富で，髄

質の肥大を認めない例は見出し得なかった．

　副腎の各種疾患に胎ける変化に際して，髄質

は安定な組織で殆んど著明なi変化を来たさなV・

といわれているが77），私共も一般に髄質細胞の

変化が，皮質よりも軽度に見えることを各種の

炎性・非炎性疾患で認めた．しかしアドレナリ

ン振出の形態学的表現といわれる髄質細胞の室

胞形成78）が，程度の多少はあっても，極めて頻

発する所見であるヒとが認められたから，PauI

74）も述べているように，髄質を各種の刺戟に対

して直ちに活濃に反応し得る臓器とみなすこと

には大きな誤りはなV・ようである．：叉申心静脈

壁筋束の水腫・膨化・変性については，従来殆ん

ど注目されて：いないが，これも各種急性伝染性

疾患に際して，殆んど毎常認められる所見であ

って，その機能障碍が副腎機能に及ぼす影響は

少なくないと思われるから，かかる所見は充分
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に注目されねばならないだろう．

　副腎皮質変化の中で，もう一つの重要な所見

は円形細胞浸潤である．私共の材料における，

その出現度は第4表の如くであった．ヒれを後

述の皮質所見と較べるならば，それよりも高頻

度であることが知られ・多．次に本学剖検例から

無選択的に得た副腎約400例中，相当な円形細

胞浸潤を認めた103例について，その円形細胞

第4表髄質円形細胞浸潤

流行性出血熱
発疹チ　フ　ス
♪。　　ス　　　ト

脾　　脱　　疸
馬　　　鼻　　　疽

原子爆弾症
肺

腸

化

ワ

チ　　フ

膿「疾

　イ　ル氏
アクチノミコーゼ

結　　　　　．核

中毒P議
脳　　温　　血

炎

ス

患

病

5

1

1

2

2

2

6

1

土

2

11

5

6

1

2

1

17

1

1

1

3

十

7

4

13

10

3

8

3

1

2

1

30

5

7

1

5

1

4

4

1

1

5

1

9

3

1

4

1

浸潤竈のより詳しい局在を調べた結果，103例

申，実に102例に響いて円形細胞浸潤竈は中心

静脈周囲にも認められた．特に中心翻脈に注ぐ

血管が，中心血管壁筋層を破って入る直前の洞

ナ伏拡張：部位の周辺にそれを屡々見出すことが

あった（写眞12）．叉屡々該部位に限局して欝

血を認めるととがあるが（琴平13），それらの

所見は，いすれも中心血管壁筋束の牧縮機転

（Sperrm　echanismus）に基くものと理：解される

し，車井部位淋巴管系の発達79）と関聯づけられ

るかも知れない．髄質における同様な所見は，

結核症例について，HausmaDn　80）も認めている

が，さてその意義となるとはっきりしたことは

判らな》・．少なくともその一部には，血管間葉

組織反応としての形質細胞があるヒとは多くの

標本で確められるが，それ以外の多数の淋巴球

様細胞の存在を，Pau174）の述べるように，髄

質刺戟の表徴と考えるならば，髄質は各種：疾患

に際して随分鋭敏に反応する部位と考えられて

くる．

　次に私共は結核症副腎から，結核結節を持つ

副腎を見出して，その結節の局在を調べて見

た．結果は図6の如くで，2例を除く他のすべ

ての例において，結核性変化の出現部位が，中

心静脈叉は髄質と密接に関聯しているらしいと

とが読みとれる．同様なことは，Paul　74）の結

核副腎の附図についても読みとることが出来る

から，副腎結核結節形成に際しても，髄質特に

中心静脈系の果す役割は少なくないものと考え

て良い・であろう。

第6図　副腎の結核性病変（黒色）

＆）　　（ミi三3＞

第4章主部の病理

　副腎における，私共の所謂潤管部的領域の性

質について吟味して来たが，耳管部が例え主三

部機能に対する大きな影響因子であるとして

も，一つの腺の機能を代表するものは，やはり

その主腺部であるに相違はない．そこで私共が

襯察し得た材料内で，副腎主部の病理につき，

次に若干ふれて見る．私共の材料は炎症例が多

いから，従って論議も炎症中心に進むことにな
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る．とれ迄の副腎皮質の炎症における知見は，

決して充分なものではない．例えばヂフテリー

の副腎変化が古くから有名であるが81），その変

化として最も良くあげられる充・出血，円形細

胞浸潤，壊死などについても，種：々炎症疾患と

較べて別に特異性はなく，その弧さも，必ずし

もヂフテリーに一番彊いとはいいきれない．例

えば皮質における出血の頻度について，私共が

調べた結果は第5表の如くで，これによれば，

ヂフテリーにおけるよりも頻度・彊度が勝ると

第5表　各種疾患時の副腎皮質出血

流行性出血熱
発疹チ　フ　ス
ぺ

二

三

ス　　　　ト

睨　　二

三　　疽

原子爆弾症
肺

黒

化

ワ

　　　　炎
チ　　フ　　ス

膿　疾　患

　イ　ル氏病
アクチノミコーゼ

結

中毒

肝　　温

核

酸

血

1

2

1

1

1

1

9

1

±

6

3

7

1

7

3

3

3

2

1

20

十

6

2

13

3

7

3

3

1

7

1

11

1

2

2

15

ユ1

4

1

1

8

1

3

柵

5

1

8

6

1

1

1

2

3

計

20

6

43

23

16

11

8

5

11

1

2

50

｝3

　8

思われる疾患が，1・2に止まらないように見え

る．副腎出血は繊細な毛細血管が分岐屈曲して

いて，周囲に殆んど間質結締織を持たない網歌

暦に最も頻発するが，時には束状暦に主に竈欣

の出血のくるヒともある．糸回暦や髄質に限っ

ての，高度の出血を認めたことはなかった．

　副腎主部の炎症については，従来系統化さ

れたものが殆んどない．副腎皮質には結核・血

栓などの結果生する限局性萎縮の外に，両側

性にくる所謂「細胞毒性萎縮腎（Cytotoxische

SchrumP丘1iere）40）」等と呼ばれるi萎縮形式があ

って，その病理発生につV・て，肝硬変との相似

が認められながら，その原因となるべき急性変

化が知られて》・ない．肝硬変については，その

病理発生がR6ssle　82）・EpPinger　83）等によって，

漿液性肝炎に求められるようになって来たが，

構造上，副腎は血管が洞毛細管であって：，壁が

薄く，内腔が広く，血流が綾くて，血管充盈時

には血液中に実質細胞が浮V・たような形にな

り，血管内皮細胞が生体染色強陽性な点など，

非常に肝と相似する点が多V・から，当然又副腎

についても，漿液性炎といった変化が認められ

そうなものである．事実私共は，各種疾患の副

腎を吟味して，全く漿液性炎に一致する変化を

多数見出すととが出来た．それはやはり肝にお

けると略ヒ同様に，各段階を区別するととが出

来る．即ち図7の如くで，水腫のために，毛細

血管と腺細胞間に組織室隙（肝のDisse腔拡張

　　　　　　第7図　漿液性炎模型図
　腺釦胞

◎　　興

　　　㊧
　9　②

戸；うγoSIS

に相当）を生じたものを第1度（写眞14）．それ

に腺細胞の解離，時に更に僅かの毛細血管が加

わった程度を第II度（写眞15）．毛細血管が破

壊して：血液状出血を来たし，腺細胞の解離・退

行変化も増強して，腺や血管構造が不明瞭化し

たものを第111度（写眞16）．更に聞質の結締織

繊維の増生が加わったものをFibrosisとして，

私共の材料を整理して見ると，第6表のように

なった．ただし第III度のような変化は副腎に

おいては，一般に網1即興に殆んど限られてい

る．

漿液性炎というものが，果して炎症の申に入
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第6表　副腎皮質（主部）の漿液性炎

評］（一）

流行性出血熱

発疹チフス
ぺ

脾

馬

ス

脱

鼻

ト

疽

疽

原子爆彊症
肺

腸チフ
化膿疾患
ワイル氏病
アクチノミコ
ーゼ
結　　　　核

申毒

脳　温　　血

炎

ス

2

2

1

3

3

4

1

7

ユ

1

10

2

27

12

8

4

4

3

4

16

2

1正

1

2

15

3

4

6

2

2

5

23

1

1

3

II【

3

1

1

1

1

Fiモ）rosis

4

1

5

2

1

2

2

20

6

計

20

　6

劣

11

　：

11

61

／3

1ユ

れ得るものであるか否かについては，これ迄に

異論も》・ろいろあったけれども，：重要なのは如

何に分類するべきかということではなくて，現

象それ自体なのであるから，種々の臓器につい

て，同様な概念の下に統一出来る変化は，まと

めておくととが無駄ではない．その試みは，私

共教室同人によって行われつつあるもの84）以外

には，あまり行われていないのである．

　ヒのような副腎の漿液性炎に際して，若し

Mesenchym損傷が力nわらなかった場合，それ

は恢復するか，或いは所謂「細胞毒性萎縮副腎」

の像に移行すると思われるが，それが加わった

場合，そこに慢性炎としての：Fibrosisの歌態

が発生する可能性が生れる．副腎の慢性炎とし

ての：Fibrosisは決して稀なものではなく，～こ

れ’迄にも敗血症，肺炎43），結核80）85），癌86）な

どについて認められ，私共も第6表のように，

各種：の疾患について見出したが，その急性期に

相当する変化を漿液性炎に求め得るととは，肝

の場合に対比して見るならば当然考えられるで

あろう。副腎の：Fibrosisは清11187）が結核につ

いて認めたように，結締織細胞の増生よりも，

先ず格子繊維の増生という形で起り易い．一般

に間質増生は，被膜乃至＝被膜繊維に芳野する皮

質表暦から始まって，程度の強くなるに従っ

て，深暦に及ぶ傾向がある．かかる変化の程度

のものは，「副腎硬変」という名称を以て，肝硬

変に対比せしめ得るように思われるが，そのよ

うな例も実際には非常に稀なものではない．そ

してその場合，いすれも感染疾患がその原因と

なっているととが確められる．副腎において，

輪歌肝硬変のような原発性の硬変の形がある

か，否かに．つ㌔へては，とこでは触れなV・ことに

する．

　それでは：副腎の漿液性炎におや・て，実質細胞

は如何なる変化を来たすだろうか，それは従来

多数の人々によって確められた感染疾患時の

副腎変化（18勲）に何らのっけ加えるべきものが

ない．老人例の若干を除くならば，殆んど全例

に，先ず多少とも皮質リポイド量の減少が起

り．実質細胞は解離萎縮傾向を示し，核も退

行変化を示して，途には一部は崩壌に陥入る．

しかし一方刺戟の程度によっては，肥大した皮

質細胞が散在性に出現する．リポイF減量の過

程におV・てDietrエch　88）が見出した室胞変性，蜂

窩封犬変性といった変化も，その意義はともかく

として屡々見出される．副腎皮質をホロクリン

腺とみなすのに役立つた皮質細胞柱における轡

型形成の所見1）19、もまた稀なものではない（第

7表参照）．

第7表　各種急性感染疾患時の皮質変化

病　　名

総　例　数
皮質肥大細胞

室胞変性
蜂窩朕変性
皮質二二形成

流行性
出血1熱

20

1

4

2

4

ペスト

45

4

2

4

12

脾面疽

23

5

13

9

11

馬鼻

16

3

0

1

2

20

18

2

5

5

　なお漿液性炎の碧い流行性出血熱副腎の実質

変化を表示すれば，第8表の如くである．

　流行性出血熱は石川一階等によって発見され

たVirus疾患であって，脳下垂体の高度壌死に
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第8表　　流行性出血熱副腎皮質の変化

＼　標本番号
所粛＼＼

、2i34156789’ A。1 A、、2、3、4、5、6、718｝、92。

リポイド量囲＋1申H＋闘＋1＋野僧■柵囲桂柵i朴

実

質

細

胞

1萎　　縮
解　　　　離1

　リポイド破確

室　胞　変　性

蜂窩　変幌
崩　　　　壊

腺　腔形　威

褐　色　色　素

核
変
化

濃　　縮

融　　解

1消　失

十

柑

十

±

十

十

十

枡
州・

柵

十

十

十

什1暑
＋1＋

柵

十

±

十

十

十

州＋

1十十

十

±

十

三

十

十

申
翻

±

＋｝＋

十

十

十

±

　｝

甘i±

＋＋1＋＿

十十十十
＋＋督i甘

十

十

・柵

三

冠

十

十

十

十

十

±

十十

十

±

亡1＋

‡障

ヨ≡

＋1±

＋隔甘

　　

±　一

十±
±1十

　1

十十1一

冊柵
＿1＿

＋L
＋ト

無

冠

±

十

±

＋甘i±1紐

十十柵一
　　｝
十十柵十÷

十

十

十

十

十1

±

十

十

十

十

十

十

±

±

柵

十

三

十

±

十

±

±

±

±

±

柵

柵

十

十

鞭骸の劇・IFI・■・国1王・｝・国・1・・1・・一1・国・IIHHm

変化の程度を一二十什柵の5段階で表わした，ただしリポイド
　　　　量は十十十を正常とする，：FはFibrosis

基く全内分泌腺系統の失調（石川・妹尾症候群）

が存在すると考えられるが，その副腎は屡々高

度の漿液性炎像を示し，その実質変化も質的

に，本疾患に特異なものはないとしても，非常

に多彩である．

　副腎に対する刺戟の種類の張度によっては，

血管内皮細胞の増生とV・う形での増殖性炎が見

られる．副腎毛細血管の内皮細胞，一部はそれ

に密接する外膜細胞が，正常副腎のそれよりも

遙かに密に存在する所見で，屡々それらは腫大

して円形化している．私共の材料の主疾患にお

ける，同所見の頻度は第9表の如くでやはり疾

患によっての差が認められる．

第9表皮質毛細管壁細胞増生

病 名

流行性出1帆熱

発疹チフス
ペ　　　ス　　　ト

脾　　脱　　疸

馬　　鼻　　疽

原子爆暉症

7

1

23

22

7

3

±

10

3

8

1

5

4

十

2

1

12

5

7

1

1

2

4

計

20

6

45

23

17

18

　副腎毛細血管の外膜細胞は，恰も肝や脳下垂

体83）のそれと同じように，あまり豊富なもので

はな》・であろうというヒとが，発疹チフスのよ

うな，血管を囲んで細胞結節を作る疾患でも，

副腎主部毛細管には殆んどそのような形の細胞

結節が作られない点から想像されるが，しかし

外膜細胞反応とみなすべき炎症型がないという

わけではない．従来副腎の「円形細胞浸潤竈」と

して記載された所見がそれに外ならない・．ヒ：れ

は私共の材料でも，第工0表のように屡々認めら

れる．その細胞の起源については，従来いろい

ろ論じられて来たが（89舞），私共の調べた範囲

では，これらの浸潤竈をなす細胞が，形質細胞

か：或いはそれに最：も近い形態を持つ円形細胞で

あることが確められたから，結局Marchand　go），

木下91），天野97）の述べたように，とれを外膜

細胞からの転化と考えるととが最も正しいであ

ろう．

　副腎における化膿性炎は従来殆んどないとい

われている74）93）．確かに多数の感染疾患の標本

においても，多数の白血球の浸潤を見ることは

殆んどない．例え細菌の栓塞があっても，白血
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第10表　皮質円形細胞浸潤

流行牲出血熱
発疹　チ　フ　ス

ペ　　　ス　　　　ト

脾　　腕　　疽

馬　　鼻　　疽

原子八二症
肺

腸

化

ワ

チ　　フ

膿　疾

　イ　ル氏
アクチノミコP序

論

一｛1

脳

炎

ス

患

病

核

酸

血

1

14

1

2

5

2

3

2

15

1

1

3

± 十、

6

8

2

1

2

1

7

1

2

35

1

3

1・・

　4
18

11

6

5

4

1

2

11

2

4

2

6

3

6

6

2

1

柵

3

1

1

3

球反応は欠除するのが普通である，勿論副腎に

おける細菌栓塞一例えば原子爆弾症で屡々認

められる一一一は個体の死後増量したものが多い

のであるが，それでも生前若干の菌は，そヒに

到達していたわけであるのに，やはり白血球の

関与が見られない．ただ私共はこヒに一つの例

外を示すヒとが出来る，それは脾脱疽の副腎で

あって，との疾患の23例中6例の皮質に著明な

白血球浸潤があり，特にその中の高度な2例で

は，束駄暦に白血球が多数集思し，皮質細胞は

丁丁消失して，所謂二四の像を示した（写眞6

及び17）．とのような膿瘍は，勿論血行路によ

る塞栓性の成り立ちを持つものである．しかし

著明な化膿性変化が屡々脾脱疽に見出されたと

しても，一般に副腎に化膿性炎が非常に稀なも

のであるということには，やはり間違はない．

ただそれが副腎血管の貧喰力が張V・内皮細胞機

能によるのか，副腎に含まれる解毒物質による

のか，はっきりし1たと．とは判らなV・．

第5章総

　肝・腎・三等について機能構築的な輩位とし

て，それぞれHepaton，：Nephron，　Pulmon等

が考えられるように，副腎についてもそのよう

な輩位を想定して考えるならば，一管部的領域

に相当する部位を，一徳暦・皮膜及びその近接

領域並びに髄質などに求め得るヒとが期待され

る（図2参照）．そヒでそれらの構成成分につV・

ても，他の腺の潤管部的領域に見られる特性が

認め得るか：否かを吟味した．

　先ず該領域に属する糸引暦上皮に，一般腺潤

管部特性として私共があげる物質親和性・未分

化性などが認められる．前者は種々の組織化学

的方法や生体染色によって確められるし，後者

は移植実験や多数の症例標本の観察から認める

ことが出来る．これらの特性は各種疾患におけ

る糸毬層の態度や副腎腫瘍の発生母地問題に解

決を与えるものである．副腎血管系は，血管系

潤管部と私共が考える部位が，副腎潤六部領域

に相当して存在する．所謂動静脈吻合が豊：富に

括

存在し，非クローム親和系であるQ一細胞が発

達する．該領域は副腎の炎性障碍に際して，極

めて二丁に循環障碍乃至：炎症の像を以て反応す

る．このような該領域の障碍が，叉副腎主部の

機能障碍に対して加重するとヒうが少なくない

～二とになる．叉クローム親和系の髄質は髄質紳

経複合体として存在し，副腎主部機能の調節装

置としての意義が考えられるが，～二の部にも若

干の潤管下的特性が見出される．即ち特定の物

質に対しては親和性が張く，叉相当の未分化性

が保たれてV・て，屡々肥大傾向を示す．又種：々

副腎疾患に際しても相当に活機に刺戟に対する

反応を示している．即ち，副腎内における最：高

度の円形細胞浸潤・髄質細胞の肝胆変性などが

その表現である．かくして，私共の唱える腺潤

管部的特性は内分泌器管である副腎について

も，その一定部位について野党性が見出される

ことになった．腺潤管部は，腺主部が個体全体

の機能的要求に答えるのに対して，腺自体の機
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能的要求に役立つヒとによって，轡型的に個体

の調節に関与する部分ということが出来るであ

ろう．

　なお，主部である副腎皮質について，とれ迄

に調べられたヒとのない各種疾患を含む多数の

急性伝染性疾患例，及び2・3の慢性疾患・非炎

症疾患例の所見を綜合して，その炎症型式の整

理を行った．即ち副腎における漿液性炎の知

見，更に増殖性炎，化膿性炎に関する知見がそ

れである．

　稿を終るに当って，恩師石川敢授の御指導御校閲に

厚：く御軋申上げると共に，協力を惜まれなかった倉田

学士，並びに教室員各位に感謝する．
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澤口論文附圖 （1）

　＼1）皮髄境界における結締鍵層

　　　　　　　42歳，♀

（2）移植副腎の難論層細胞における中性赤頚粒：

　　　　マウス番号55　（移植　42日霞）

（3）移植劃腎の髄質細胞　（申懇懇生体体染色強陽性）

　　　　　マウス番号21　（移植　22日日）

骨

L

踵

1

（4）移植副腎の皮膜外に見られた神経節

　　マウス番号25　（移植　12日目）

（5）移植副腎の被膜外に見られた皿難壁のQ一細胞檬細胞

　　（図の上孚部）　　マウス番号46　（移植　7日目）

　　　寮畿劉鑑

（6）糸毬層難生

HE球膿瘍臥侵潤

講灘
鋼

　　い一＿雛

束・網羅層壊死，多核白

　　成人男子，脾脱疸



澤　口　論　文　附　囲 （2）

〈7）副腎髄質領域へ湾入・増殖・分化せる

　　　皮質糸雛層細胞　　　　42歳，♀

（9）被膜周囲紐管壁のQ一細胞

　成《男子　硫酸性出皿熱

　　講謎シ
饗攣

（11）髄質内神弩節細胞増生

　　　　8歳，♀

磁懸編・

轟避

難懸

（8）被膜総懸に接して被膜内に侵潤せる

　　　糸離層細胞　　　78歳，♀

（10）翻腎被膜外領域におけて肉芽組織形成

　　　　　　生後10日，　♀

（12）皿管か離心寿湖辰へ開口する直前部位にお

ける細胞侵懇

懇璽、蕪騨
　穀　轡慰

38歳，δ

獄麟鷺

　瀞　　　　　継

　　　　酋　膚

㍉擁臨磯壌騒
　％　　鞠
　モ　　　　声　　　ゼ
　虐　　　　譜
解1 ｳ選　　搬　・　　・

　　　　　　　　殉　ソ酸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

　　驚欝　　　・　購
濃誌。懇灘繋讐．、．繋



澤口論文附圖 （3）

（13）申心静脈（右上部）に入る血管の洞朕拡張部

　位におけるやや限局性聾血　　　32歳，3

　　（15）漿液性炎第H度
　　威人男子　　流行性出血熱

難

　　（14）漿液性炎第1度
　　成人男子　　流行性出1匿熱

耀懸鱗藤織灘麟灘
　　（16）漿液性炎第m度
　　成入男子　　流行性出血熱

　　　（17）化膿性炎
成人男子　　　脾睨疸

薩職
懲灘蹴製


